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NIKKEI GX https:/ /www.nikkei.com/prime/ax 

環境省報道発表 https:/ /www.env.ao.jp/press/ 

経済産業省報道発表 https:/ /www.meti.ao.jp/press/cateaorv05.html 
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-E五喧副圃

気候変動関連
政府公表
パンフレッ卜「深刻化する豪雨~我々はどのようなリスクに直面しているのか-J公表(環境省報道発表2025年10月16日)
ppt作成

地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度における令和5年度温室効果
ガス排出量の集計結果の公表について(環境省報道発表2025年11月20日)ppt作成
国連気候変動枠組条約第30回締約国会議(COP30)、京都議定書第20回締約国会合(CMP20)及びJ(リ協定第7
回締約国会合(CMA7)が開催されました(環境省報道発表2025年11月25日)pp十作成

GXリーク舟におけるサプライチェーンでの取組のあり方に関する研究会とりまとめ(経済産業省報道発表2025年12月12日)ppt 
作成

情報サイトから
統計データ(海外、圏内)

予測データ(海外、圏内)

脱炭素(他社支援〉

排出量取引

その他

4 
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2025 11 20 ( ) https://www.env.go.jp/press/110542_00009.html

-E五喧副圃
地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度における

令和5年度温室効果ガス排出量の集計結果
集計結果の概要
( 1 )特定事業所排出者※l

令和5年度 く参考〉令和4年度

報告事業者数 11833事業者 12，044事業者
(報告事業所数) ( 14874事業所) ( 15，258事業所)

報告された排出量の合計 5億6，058万十C02 5億5851万tC02

報告された調整後排出量約の合計 5億2，040万tC02 5億3，050万tC02

(2)特定輸送排出者約

令和5年度 く参考>令和4年度

報告事業者数 1，346事業者 1，335事業者

報告された排出量の合計 2，842万十C02 2，6Q5万十C02

※l特定事業所排出者:以下の①又';1②の要件を満たす事業者
①全ての事業所の原油換算エネルギー使用量の合計が1，500kl/年以よとなる事業者
②次のア及びイの要件を満たす事業者
ア算定の対象ヒなる事業活動が行われておリ、温室効果ガスの種類ごヒに、全ての事業所の排出量がCO2換算で3，OOOt以
上となる事業者
イ事業者全体で常時使用する従業員の数が21人以上

※2調整後排出量:事業者が事業活動に伴い排出した温室効果ガスの排出量を、圏内認証排出削減量等の無効化量、廃棄物
の原燃料使用に伴う排出量等を控除等して調整したもの.

※3特定輸送排出者:輸送静門の排出量報告を行う特定排出者.省エネルギー法に基づく特定貨物輸送事業者、特定荷主、特
定旅客槍送事業者及び特定航空輸送事業者等.

すべての事業者からの報告情報について、温室効果ガス排出量算

定・報告・公表制度公表ウェプサイトにて公表いたします。

httos:lleeas.env.ao. io/aha-santeikohvo-result I 
↓ 

「製造業一印刷・同関連業」の検索結果は

「条件に一致する事業者はあリませんでした。」

(注)他人から供給された電気の使用に伴うエネルギー起源CO~排出量は、令和5年度の電気の使周量に、令和4年度実績の電
気事業者別排出係数を乗じて、算定しています.

環績省報道発表 年月 白木 6 
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IEA 2025 11 12 https://www.iea.org/reports/world-energy-outlook-2025



UNEP 2025 11 4 https://www.unep.org/resources/emissions-gap-report-2025
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2025 11 25 ( ) https://www.env.go.jp/press/press_01793.html
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2025 1 22 1 IGES COP30報告セミナー
環治省提示資料

COP30の補足資料l
グ口ーパル ・ストッデテイク (GST)はパリ協定の目的・lこ向けて世界全体の進妙を5年毎に評価する仕組み

バリ健震の自剛・2劇
'Hl岡'11・<.0，発必.. J，恵国慢涜の愈・の文脈にゐいて‘
気候LlIの・.に対する世界的も対応也・化ずる

1 気温l界.，.ふ....1.5度に鈎える
2. lt'・R・.'、のa必・eカをa・oo， 貧舎の流れを温司附..ガスlJtUff-附L哩売に'"
わぜる

その他の情.:11

倒〉
・訴のIPCC・11，_
4も置のS見.

‘跡
周年.'!明例・・..・ (BT即
• NDC笑8色と進鯵の事後
銀色
・鳩山貨の備銀{インペ
ントリ)

20251015 IGES COP30直前ウェピナF ー緩和一グロF パル・ストックテイク(GST)の成果をめぐる議論

高いオーバーシュート (05)・シナリオ*への関心が集まるが、
早期かつ大規模な排出削減を追求する必要性は不変

IPCCA聞で僻価された高いオーバーさμュー悼を伴い今世紀車白蓮暖化を1.5"c以下に抑える
CO，揖出経路のシナリオ欝{緑色白銀}と実梅田CO ，告書出量{轟鎗}

""渇-
(05シナリオ白うち2025年以陪に橡出量が亙伝するもののみ褒示}

2035・却"・z
・，，.栂 向、‘.
fピ→ω"'~山

Cf.OS，b(t，.:ぃシナリオ(前頁}では 夜ね慢

出置のピークに比して，"夢復にω‘剛滅"...に... 耐震

dI".PCCAR6 SCManO E岬....割、"，..回鎗1:U"I:::fJll

注 高い才ーパーνニl.-HOS)・シナリオと1#.温・化が
1.5'<:をー時的!こ0.1"(;-0.3"C鍾過した後.大気@から。止を
周障り'*<ことにより温度を下げ.21開匁までに目、に陶える
シナリオ

08シナリオに伴うリスヲ
• 05の規模が大きいほど.期聞が畳いほど、生態
系や社会はより大き〈広範な悪1>嘗に題される.
混暖化レベルを下げることにより.悪影響がどの
ように変化するかの科学的知見は不十分
05の規模が大きいほど、1.5"cに戻すために必
要となる民棄除去量が噌えるが(0.1"cあたり
2.2∞億トンの除去}、炭素除去後衡の不確実性
1立高い
各国はネットゼ口達成以降、どのようにネット・ネ
ガ子ィブ排出目標を掲げるのか勺
→ 08を最小限にするベ〈、早期の削減が
必要

たとえ08シナリオが実寝できたとしても、早
期かつ大却u甚な鯵出削減の必要性が.め
られるわけではない.催国)

20251015 IGES COP30直前ウェピナー_.和ーこれまでの交渉の振り返り&r園が決定する貢献(NDC)Jの
各国対応状況とそこから鵠み解〈国際動向

COP30の位置づけ:パリ協定は実施段階へ

COP2亘
(2021年)

2'1:日原 開力自国主 ーーーーーーー令 l.st:目標'''，軸是
主と玉0)1.5'1:旦呈.J _一一ー

回目2 ~昆 COP2皇
(2022年) (2023年) (2024年)

COP30 
臼田$隼}
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20251015IGES COP30直前ウェピナーー緩和ーこれまでの交渉の振リ返リ&r園が決定する貢献(NDC)Jの
各国対応状況ヒそZから畿み解く国際動向

@ 
オーバーシュート無し、あるいは限定的な形での
l.S0C目標達成は非常に難しい状況へ

• COPj央定の中で、 温暖化レベルが1.5"Cを一時的に超過してかち下げるといラオーバーシユートの規鎮や期間
を仰制するための努力を追求することに初めて言及.
-そのためには、早期かつ大幅はm出削減(=ネッ トぜロに達成するまでの累積排出震を少なくすること)が必
要であり、同時にネカティブエミッション(炭素除去)j主術の実装ち必要となる。

- 温暖化レベルは人類力可l~出するC02の総累1酎l~出量に比例.

.温暖化レベルを1Stに仰えるために、ネットゼ口達成時
点までの総累積Il~出量は決まる(=カ ボシパジェット). 

-オーバーシユートの規模は、累積排出量が1.5't:の ! 
カーボンパジェットをどれだげ超過するかで決まる.!

→規棋を小さくするには、早期かつ大幅なm出削減 :
が必要.

・オーバーシユートの期間l立、どれだけ早くネット ・ネ (
刀ティブ排出を実現し、大気中の.C02濃度を低下さぜi
られるかで決まる. : 

→ 期間閣を煩くするには、なるべく早くのネットゼ 1 
口、そしてネカティブ、工ミッシヨンの実現が必要.. 

------=~----:-:~~~:--.-:--:-::-:--= :---:----::::::~O 

202512051GESセミナーrCOP30速報ウェピナー:ブラジルでの酋橡ヒ成果JCOP30総括ヒ排出削減・吸収源
拡大の議論の経鱒 10 
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COP30の補足資料2
外務省が作成した交渉結果のまとめ

EEE芸烹捜事~冨:F認F軍事T百官溜]~~票軍医買i]冨líJ&~$~需要酒

• 
ポルトガル語の「ムチラオ(※日本語で共同作業、協働、共に働くの意)Jの精神の下、皇)(
リ協定10周年、 ①交渉から実施への移行、 ①実施・連帯・国際協力の加速の三点を柱とし、
緩和や資金といった分野を横断した幅広い内容が盛り込まれたカバー決定。各項目において、

特筆すべき事項は以下のとおり。

〉緩和 (NDC、BTR等) : IPCC (気候変動に関する政府間パネル)が提供する最良の科学的知見
を認識心、 1.5度目標達成に向けた緩和の取組の加速と更なる野心の向上を呼びかける力強いメッ
セ-3iを発信。NDC未提出国に対して早期鑓出を呼びかけ。これまでに119か国がBTR(隔年透明
性報告書)を提出したことを認識。COP30・COP31議長国の下、 )fリ協定の実施加速、 1.5t目標
達成のための国際協力強化、および各国のNDC.NAP実施支援を目的とした、協力的・促進的・自発
的なイニシアチブであるfGlobalImplementation Accelerator Jの立ちょげを決定。更に
COP29，30，31議長国の下、 NDCとNAPの野心と実施を可能にし、緩和と適応の両面でその実施加速、
国際協力、投資を検討するfBelemMission to 1.5Jの立ち上げを決定。

〉皇盤重金 :昨年のCOP29で合意したNCQG(新規合同数値目標)の実施について議論する八イレペ
ル閣僚級ラウンドテーブルの開催を決定。 NCQG(新規合同数値目標)の文脈で、適応資金を3倍
にしていく努力の呼びかけ。)fり協定9条全体の文脈での9条 1に関するものを含む、気候資金について
の2年間の作業計画の立上げが決定。

〉 気候変動lζ閲する一方的な貿易制限的措置:貿易の役割に関する国際協力強化の機会、課題、障
壁を検討するため、 2026年"'28年の6月lζITC，UNCTAD，WTOも含めた対話を開催し、 2028
年(;::は八イレペルイベントを開催することを決定。

20251212IGESセミナー 外務省j支修資料

E.:董霊童霊童霊霊童霊ヨ・・・・・・
-力1{一決定 (グ口-mlr・ムチラず決定)と、 適応、緩和、グ口-1m・ストックテイク、公正な移行作
業計画、透明性等の議題決定を含めて、 「ペレン・ポリテイカル・パッケ-yJと総称することとなった。

》 緩和作業計画 (MWP) : MWPの継続についてサブミッションを招請。5B64でも引き続き議論。
グローバル対話の成果として、報告書にまとめられた知見等に留意。

〉 適応に関する世界目標 (GGA) :適応分野の進捗を測定するための量豊盟主上採択は完全な
合意には至らず、今次会合の結果をペースに翌年ち継続検討することが決定。今後の指標運用

に向けた技術的課題を検討する2か年の「適応に閲するペレンーアディスヒヲョンjの立上げが決定。
〉 グローバル・ストックテイク (GST) : G5Tの成果の実施に関する旦企E盟置を2026・2027年に
実施。第2回G5Tにおいて、 IPCCがGSTIζ重要な知見であることを確認するとともに、利用可能
な最良の科学のインプットを推奨。

》 透明性 :BTR等の報告及び審査について、 2026・2028年lζ実施する支援について‘決定。
〉気候資金:NCQGの実現に向けて議論。)fり協定第9条5に基づく資金の事前通報については、
事前通報の内容にNCQGに関する事項を含めることを決定。また、資金の流れを気候変動の取組
に整合さぜることを目的とした)fリ協定2条1(c)に関する議論を加速さぜるため、実務者級の対話、
ハイレベルラウンドテーブルを行うことを決定。

〉 公正な移行作業計画 (JTWP) :温室効果ガス排出量削減を含む気温上昇を1.50Cに抑える
取組と公正な移行の経路の追求との関連性を強調。また、 )fり協定に関連する要素、機関等を整
理すること、国際協力に関する技術支援、能力構築及び知識共有を強化するための「公正な移行

メカニズム」について検討を進めることなどを決定した。

〉 按術メカニズム:途上国への技術支援強化のための「ペレン・技術実施プログラム (TIP)Jを開
始し、 2027年から毎年グローバル対話を開催し、 2028年はハイレベル閣僚対話を開催することを
決定。またCTC(気候技術センター)の役割・機能を見直し、 2026年にホストを選定して、
2027年から2041年まで期間延長することを決定した

20251212IGESセミナーrCOP30報告シンポジウム」外務省J支彫資料
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活発化するCOP参加の非国家主体

COPにおけるサイドイベント主催者数の推移

刷m~101 $tde ~nl~ by Ind OI'Q.ml~' by COP 
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20251007 WWFセミナー『気候変動に関する園連会議COP30の注目点基礎概要編」

-・・・・・・・Eを~(ij1'~i亘韮三宮何軒ヨ祖母場z::Iíj]f!jW重信B四措置・・・・・・・・・

環頃省15件{昨年 16件}
F 自然資本をfJ(ラ〉スシート』に ・プ口leJ.tロードマップー/気候変動対策のための国レペJ~_ 企業レペJ~、 施!~レペJ~Iこ
おげる透明性の強化/ビヲ才、スのためのゲローバル循環プロトコルの公開 ー気候.自然公正への膨醤ー/2050隼ネッ

トゼ口に達成に向吋た大字の役割と展望(文部科学省‘経済産難省との共催)/ヲリー〉・o/ティ・J(-トナーシッブ・
プロヲラúle~t-/強靭tJザプライテ1-:/の実現に向けた早期醤戒システ1VNbsによるシナヲー効果の追求/気候
緩和のためのGOSATを用いたイノペーシヨ;'/COP30にお付るバリ協定6条実施バートナーシyプ総会/気倍科字広
報及。n:;:;ネスへのGOSATデータ活用雌進/3コの地域的危機に有効草シナヲー解決策 を加速させる べ寺にピヲネ

スの役割・/題特分野・7)~ー力ーポ〉による気候変動対策制藍進/ネイチャーフットア1)>トー自然関連のライフりイヲ
J~:判面!と閉する手法開発と活用ー/第11回JCMJ(- トナー司会合/ASEANの脱炭紫北山町田志の協力 ー
ASEAN-日本GSTレポ トに向けてー

・経済産鎌省 5件 {昨 年3件 )
F 産業の変革j量進 ー化学・石油化学産業の脱民素化に向吋たJ(-トナーシyプ4轟築ー/AZECを通じた臼・イ〉トネシ
7也力の強化/図i重環1見計画園隠メタンガスi排出観測所 (UNEPIMEO) 閣僚会合/削減寅献畳を企業価値
の向上に紫げる ーより実践に向げた道 筋を捧むためにー/トランヲシヨ〉・ファイナ〉スの吏なる広大に向吋て

(以下のZ件も予定してい印. 火事より中止} 日本 ASEAN-ブラ:;;J~計画く脱炭素Yリユーションフ万ーラム/
PoliCY阿akersof 2050 -Various Pathways to Net-Zero-

. 風 林水産省5件 (昨年 1件 )
， MlDORI∞INFINITY -民間企築と連備したGHGJJr出削嵐綬術の淘外展開/MlDORI∞INFINITY-金融
機関との運1尭を通じた気候資金の呼び込みー/ヰイチャ ボ予子ィゴ社会ハの変革 -GREENxEXPO2027を機にー
(国土交通省、環境省との共催)/日本とブラ却 し力晦擁したブラヲル劣化牧野回復による贋業生産性の向上/革

新的展特築研究がIE<食料安全保陣と農業の低1非出化

・ 林野fT2件{昨年1件 }
， 臨調とモデルによる五柿咽収軍を童も官HG収宣の広場監視/!眠障倦輔の時代lζsける草輔の位割

モの他
， 日本経清新聞社、 NHK工〉ターブライ丈、 自工会 JICA経団連
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ブラジル.EU、'"血英
国忽ど

ゴラジJ(品畏コメント 公正で侠序立って公平以化石勉胴ゆらの樹7のた従曲 目ー 不明
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Tropical Forest Forever Facility 

COP30の議長国ブラジルの主導により、熱帯雨林保全のための新たな国際基金

rTropi臼 IFore坑 ForeverFacility Jが設立

-寄付ではなく投資として官民から資金調達を行う枠組みで、1250億ドルの資金調達が期待されている。

・保有する熱簿雨林の面積に応じて各国は資金を受け取り、保全に活用する。受取額の20%は、熱帯雨林の保護に
重要な役割を果たしている先住民族・地域社会の支援に活用。

COP 
開催地
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@卜J~コ @アディスアペJ( @アジア太平洋
[交渉線長・豪1 (工チオピア) 地1或

NDC/BTR 
IGSτ GST 2 BTR 3 

-リターンを前提とした投資であることから、カーボシクレジット市場と連動した自然資本ファイナンス構築に向けた基盤とな 1 I 緩和
る可能性も考えられる。 1I 

Tropical Forest Forever Facilityの枠組み II 適応

250値"J~ 資金 2035年の資金目標の検討 1.3~5ドJ~
J(ヲー・ベレ)RM 気候資金に関する2か年作業計画

投資

投資

GST 
-・・・・~I・[<<圃爵1>.1;程語教直面絹凋闘品司・・・・

出資国

配当金・利窓

1000姐トJレ

l町側黒E塑~r..，目するUA欧諸活j
世界銀行

)，リ協定6条詳細ルール検討匿ヨ 6条レビュー開始

民間セクター -圃圃圃圃圃圃圃圃圃吻剖畳程沼田幅運副Iill ~J，il闘繊細

配当金・利息 その他 Mission 1.5 
&拾n崎直lI1to
1.5 

Gk注樋11m.佐-泊也倒、
þ<~拠げ百""

IPLC 
{先住民と地崎社会) 支自慢活用

{受益額の>20%)

受益国
(書骨格雨林を保有)

貿易の役割に関連する国際儲力強化に関菅る対話

[三再三5iEE瓦広三五福十日
出興:l:Qe.l且且f.JW且主主主孟盤盤 (2025年12月981'クゼス)を畠~N間作成

23 

20251217環境省セミナー『自然関連財務情報開示のためのワークショップ」
『ネイチャーポジティプ経営への移行に向けた情報開示Eデータの活用」

httDs:llwww.biodic.ao.iD/biodiversi十v/DrivateDarticioation/businessllink/doc/O I 07 OO.Ddf 
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情報サイトから
統計データ
海外
世界気象機関、2024年の大気中CO2濃度は上昇幅も観測値も過去最高と報告(20251015EICネット)
2024年のCO2年増加量は観測史上最大、主要温室効果ガス濃度も最高に(20251020環境ビジネス)
WMOが解析、世界のCO2増加量 24年は観測史上最大に高温など要因(20251022環境新聞)
内閣府の世論調査温暖化への対策、否定的回答l割(20251101日経)
内閣府が調査約q割が脱炭素祉会の実現に意欲(20251105環境ビジネス)
温暖化ガス排出、世界で最多更新 昨年2.3%増国連が報告書(20251106日経)pp十作成
異常気象の被害、30年間で4.5兆ドルドイツNGO報告(202511 17日経)
国連食糧農業機関、 17億人が人為的な土地劣化により作物収量の低下する地域に暮らしているヒ警告(20251 1 1 q EICネット)
国連食糧農業機関、自然災害は過去30年で農業に3兆2，600億ドルの損失をもたらしたと報告(20251203EICネット)
気象庁、圏内
特定排出者の2023年度GHG排出量、前年度比微増の5.q億十(20251125環境ビジネス)
2024年度エネルギー起源CO2排出量、前年度比 1.4%減のq.1憶すに(20251216環境ビジネス)
国立環境研究所、温暖化2度未満へのCO2排出余地、計算精度高める(20251217日経)
今年の気温、歴代3位平年を1.25度上回る気象庁見通し(20251225日経)

予測データ
UNEP報告書今世紀の気温上昇2.3-2.5

0

C 10年以内に 1.5
0

C超の可能性(20251105環境新聞) ppt作成
電動車、世界シェア5→4割に IEA予測 35年、脱炭素後退なら EV販売の失速見込む(202511 13日経)
国連環境計画、適応ギャップ報告書で途上国の気候変動適応対策の遅れを指摘(202511 13EICネット) ppt作成
国連環境計画、2035年に向けた国別約束が実施されても今世紀末までに気温は2.5

0

C上昇と警鐘(202511 1 qEICネット) ppt作成
IAEA 24年度報告 50年の原子力予測q50ギガワット 1q.3兆円投資呼び掛けネットゼロへ2.5倍(2025111 q環境新聞)ppt作成
国際エネルギー機関、「世界エネルギー見通し2025Jで需要増のなかリスクも高まると報告(20251 20 1 EICネット) ppt作成
温暖化で氷河消失3-5倍に、今世紀半ばにも国際研究(20251217日経)
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情報サイトから
脱炭素(カーボンニュートラル)他社削減支媛
秋田銀など温暖化ガス可視化サービス投融資先へ無償提供(20251001日経)

排出量取引
経産省、次期GXリーグ、スコープ3一律の定量目標義務付けしない方針(20251130日経〉
経産省、26年度の第2フェーズを前に、次期GXIJーグの制度設計ヒりまとめ(20251216環境ぜジネス)p同作成
GX-ETS、排出枠の上限価格43∞円 Jクレ下回る水準(20251222NI附くDGX)

その他
東京都、都内太規模ピルのCO2排出実績を『見える化」タツシュボード公開(20251007環境ビジネス)
脱炭素認定rSBTi.J、圏内企業が2000社超参加中小多く5年で20倍(20251008日経)
脱炭素参加、圏内2000社超え国際組織rSBTi.J、供給網全体で促進(20251021日経)
産構審作業部会 CO2合成燃料プロジェク卜を断念 ENEOS、コスト高・年限内の事業完了に見切り (20251022環境新聞〉
東京都、大規模な「グリーン水素」製造開始 2027年度には3倍へ増強(20251028環境ビジネス)
GHGプロトコル、FIT証書の活用に上限スコープ2改定案(20251 1 04 NIKKEI GX) 
EU、温暖化ガス排出削減目標が後退 r40年qO%減」も柔軟規定(20251106日経)
環境省など、温暖化ガス観測データ無償提供(202511 18日経〉
106団体が再エネ 100%達成 REAction協議会が年次報告書公表(20251204環境ビジネス)

15 
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資源循環
政府公表
「ビジネスのためのク。ローパル循環プロトコル(GCP)Jの初版の公表について ppt作成

リチウムイオン電池総合対策パッケージの策定について ppt作成

情報サイトから
リサイクル

バイオマス

食品ロス

その他

17 
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情報サイトから
リサイクル
三井化学ヒ太陽石油廃プラのリサイクルで協業(20251008日経)盟控室ケミカルリサイクルはCFP
キッコーマン、廃プラを容器・包装資材に三井化学ヒ連携(20251022日経)型盟ケミカルリサイクルはCFP
キッコーマン、三井化学、CFP、廃プラの油化ケミカルリサイクルで協業(202511 12 Su副司inableJapan)鐙盟里ケミカルリサイクルはCFP

レソeナツ夕、アンモニア原料をri:吏用済みプラ由来水素」に 2030年から(20251008環境ビジネス)翌些呈
ロッテヒレゾナツ夕、容器包装プラをガス化ケミカルリサイクル 10月から (20251020環境ビジネス)鐙盟豊

リサイクル事業のMSC廃プラを高品質に再生(20251002日経)source不明

帝人系など、繊維再生でコンソーシアム 40年に全廃棄衣類を再生へ(20251027日経)
循環型衣料へ官民協議会 H20や大阪府 30年度、年8000トン回収(20251126日経)

産総研ヒブリヂストン、使用済タイヤのケミカルリサイクル技術を開発(20251211環境ビジネス)
積水化学工業、減損148億円に実証プラント撤収(20251212日経)辿盟

バイオマス
アサヒ、バイオマスプラ100%使用カップ開発 10月2日販売開始(20251007環境ビジネス)

食品ロス
ファミマ、商品に「涙目シール」貼付年間3000tの食品ロス削減効果(20251025日経)

source 

ファミマの値下げマーク『涙目シーJレ」がフリー素材に新デザインも追加(20251027環境ビジネス)

その他
オーストラリア、消えるプラ容器魚型しようゆ差し禁止・納豆は紙にアジアの街から(20251012日経)

PIEMS-Lab解釈(Web未掲載)
ケミカルリサイクルに関して、積水化学工業が燃性ご
みをエタノールに変換するプラントを148億円の減損
盤翠を行いましたが、太陥石油ど三#化学がケミカ
ルリサイクル製品の供給鉱大に向けた協業検討を開
盤、レゾナツクがプラスチックのケミカル1)サイクルによ
る低炭素アンモニア事業拡大を決定など廃プラス
チックでは今期も市渇鉱大に向けた動きがあリました.

アサヒ、バイオマスプラ100%使用カップ

、ーーーー， 、ーーー--"

フ7ミマ「涙目シール』

みんなで助けて.食品ロスゼロへ!

~げ骨 .~ .$'竺‘
引;;-苧， 苛ψF 悔折
。 ω~ 山 ~

(車〉 お轡
?7l"" :..~・ル .7リ-1咽色

20 



•

•
•
•
•

•

--=~~~~辺司・

生物多様性
政府公表
生物多様性及び生態系サービスに関する総合評価2028(JB04:Japan Biodiversity Outlook 4)に向けた中間提
言の公表について(環境省報道発表20251022)
ー環境省、日本の生物多様性、部分的な改善も損失止まらず有識者会識が警鐘(20251024環境ビジネス)
ー環境省、生物多様性への「国別報告書Jr国家戦略中間評価」にパプコメ(20251107環境ビジネス)
ー環境省生物多様性状態目標の進展は半数弱国家戦略の中間評価案(20251112環境新聞)

情報サイトから
ISO生物多様性で初の国際規格企業など組織の取組支援に特化(20251015環境新聞) ppt作成

IUCN、自然に根ざした解決策保護手段の強化などに重点世界標準の第2版発行(20251015環境新聞)

IUCN、アオウミガメの絶滅遠のく?国際機関、分類「低懸念」にレッドリスト最新版(2025101I日経)

ネイチャーポジティブ企業行動促す重要指標を特定 WBCSDがポータル開発(20251I 12環境新聞)
ー (WBCSDは、〉車産金量、重筆重量、エネルギー、韮益皇量、亘蓋盈のセクターロードマップを作成してきました。化学セクターのロードマップは現在策定中で
す。 h竹田:lIwww.wb剖 .ora/na加 re-actio向。巾I/methodoloav人 httDS:Ilwww.wbcsd.ora/metricsl?s'恰 D=I&secto戸 forest&tv炉提出「

経団連調査、企業による「生物多様a性の主流化」さらに進展(20251210環境ビジネス)ppt作成
ー経団連、「生物多様性・自然資本保全ヒ持続的な経渚成長の両立に向けた提言」を公表(2025年11月18日)p凶作成

21 



–

–

–

–



https://www.keidanren.or.jp/journal/times/2025/1120_02.html
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経団連「生物多様性・自然資本保全と持続的な経済成長の両立に向けた提言」

経団連ヒ経団連自然保護協醸舎は11月18目、『生物多様性・自然資本保全ヒ持続的な経清成長の両立に向けた提言」を公表した。
生物多様性・自然資本保全を巡っては、わが国でもネイチャーポジティプ(NP)経済への移行が国家戦略に位置付けられτおリ、経済界は対応力を高めるこヒが求められている。
2026年に開催される生物多様性条約第17固締約国会議(CBD・COPI7)では、30年を達成年ヒする23項目の世界目標の進捗を評価する「グローパ1レレビュー」が実施される
予定であリ、その結果はわが国の政策や企業行動に大きな影響を及ぼすこヒが見込まれる.

そこで、(1)生物多様性・自然資本保全を新たな成長の‘漉泉ヒするこヒ(2)気候変動対策等との統合的取り組みを促進するこヒーーを掲げ、初めτ自然保護分野の政策提言をま
どめた。概要は;欠のヒおり。

• NP経済への移行による成長の実現
生物多様性・自然資本保全を成長分野とじて位置付け、さらなる投資を促すためには、基盤整備や自然関連情報の把握ヒ取り組
み効果の可視化、わが圃における取リ組みの国際的な鵠知度向上ヒ国際標準への反映、経営戦略への組み込みなどが埠題である.
こうした問題意揖から、次の3点について、政府、企業に求められる取リ組みを整理した.
1 .生物多様性・自然資本保全の取リ組みを通じた企業価値向上ヒ市喝創出
政府には、間分野を成長戦略に位置付けて施策を強化することや、圃民理解の醒成ヒ行動変容を促す取り組み等が求められる。
企業には、保全の視点を経営戦略に組み込み、関連事業の創出や投資家との対話、人材育成などにより雌争カを高めることが
期待守れる.
2.データ基盤の整備ヒトレーサピリティの確保、回帰ルール形JIへの参画
政府には、自然関連データ基盤整備や指標・評価手法の開発、園際ルール形成における膨響力強化、グローパルサプライ
チェーンのトレーサピリティ確保に向けた諸外国政府ヒの逮捕推進が求められる.
企業には、情報連携体制の確立や国際ルール形成への魯画、人材の確保・育成が求められる.
3.NbSヒOECM(注)の推進を通Uた地域経溝活性化乞固障展開
政府には、省庁間連携や国際発信を強化するヒともに、2027年国際園芸博覧会(GREENXEXPO2027)の成功に向けた機
運醸成に取り組むこどが求められる.
企業には、地場経済の活性化や企業価値の向上につなげる視点で、地域語圏の解決に資するNbS(Natu問ーbased
Solutions=自然を活用した解決策〉プロジェタトへの参画を検討するこどが期待される.
・生物多様性・自然資本保全ヒ気候変動対策等の統合的アプローチ
生物多様性の喪失ヒ気候変動は官接に関係する重太謀題であり、両者を統合的に扱う動きが園際的に加速している.さらに、費調
循環を統合的に扱う必要性も認槙され始めている.
政府には、圏内で生物多様性・自然資本保全等ヒ気候変動対策、責菰循環の相乗効果を最大限に引き出す観点から、省庁横断
的な政策立案ヒ実施の強化、クレジット市場などの国際動向を踏まえた制度設計、気候変動適応策の充実に取り組むことが求めら
れる.
企業には、統合的取り組みの推進、地域社会への貢献と企業価値向上に取り組むこヒが求められる(固表参照).

生物多様性・自然資本保全と気候変動対策等との

統合的アプローチの推進に向けて求め5れる取り組み

政府

1.国際条約聞の整合性強化の促進

2.省庁横断の圏内政策推進

3.クレラット市場等の国際動向を踏まえた適切な対応

4.国民の理解醸成、気候変動適応策の充実

企業

1.統合的アプローチの推進
2.地域社会への貢献による企業価値向上

経団連「生物多機性・自然資本保全ヒ持'量的な経済成長の両立に向けた提言」を公表2025年11周20目



-1I:~~"'l")~':I~司・経団連「企業の生物多様性への取組に関する
(2024年度調査)アンケート調査結果概要J

昆明・モントリオール生物多様性枠組への貢献①

|問14.以下に、 2030年までの新たは世界目拐である毘明・モントリオール生物多級住枠組 (GBF)の23舗のターゲツトを | 

|学げました.貴社では、このそれぞれに篠当する取締(計画中のちのを含む)はありますか. (N=334) I 

有効回答 (N=334)申の割合

-取組の多いターゲット :8.気候変動対策
(含NbS，EbA) ※、 15.ビジネスの影轡

評価 ・開示、 3.r30by30J /保護地域及

びOECM、7汚染防止，栄護泡類の慌出 ・

農薬リスクの半減、 11.自然の恵みの回復，

維持及びi曾大、 2.生態系の回復、
4.積 ・遺伝子の保全，野生生物との共生

• GBFに貢献する取組のある企業の産業部門

別の割合は、Iパルプ・印刷節門が母対次
いで電気・ガス ・勲侠総 ・水道銀、建股銀

、食料品/飲料・たばこ・飼料郡門および

卸売幾・小売畿において大きい※※

・産業部門によって取組のある企業の割合が

大きいターゲッ トが異なる※※

※ターゲツト8に関する取締について(;t.気候変動と
生物多級住の関漣づけについての問22(P32)において、
シナジーのある取舗を爽IIIしている企祭は少数
(86干土、 26%)であり.必ずしち生物多綴性との関連を
窓I:lぜずに行われてきた取締が.今回GBFのターゲット8
と関連付けられている可能性がある.

※※産業却門別の詳細な集計についてはP17を鯵照

PIEMS-Lab解釈(Web未掲載)

1.空間計画の領Jtと効史的は管理

2.隼順果α凋!Jl
3. r30by30J IIi蔵地嵐及UOECM
4.樋・遺伝子の保全，野笠笠鞠との鈍隻

5.隼鞠の耳IJJII.保取取引書の適正化

6.侵椅向舛来檀封筒

汚銭童市広，宗輯埠郊の潟出・..リスクの半減

8 気候主動~~鮪(含.NbS/EbA)

9野釜担問申続可院は管11

10..‘愉獲の持続可能尾正麿11
11.白燃の恵bの回積，紐ld及び潟大

12.修市白線息調水空間の確保
13公正，世i寧は適伝員、湿の利益配分(AB5)

14隼拘多僧怪の主派化

15ビジネスのlIi歯符舗・開示
16持続可簡は消費

17.バイオセーフティ

。%

18制審繍助金制措・見直し 12 
19.賞金四動員

20聞隠E力禍繁

2れ1.情'纏，.知島へのアクセス強化

22.立性.若百及び先住民の笹福
23.ジエンダ一平軍事
あて憎まるもの隠はい

2s悼 同情 7S句

133 

150 

127 

141 

208 

138 

166 
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企業の生物多様性への取組みに関する調査結果が2つ公表されています.経団連の「企業の生物多根性への取組に関
する(2024年度調査)アンケート鋼査」と商工中金の「中小企震のカーボンニュートラルに闘する..調査」です。どち
らも毎年行われています.企業が実施している項目に着目するヒ、経団連調査では、昆明・モントリオール生物多様性枠組
み(GBF)のターゲットヒ関連付けて整理しています.最多は「ターゲッ卜8:気候変動対策(含、NbS/EbA)Jで、次いで
「ターゲット15:ビジネスの影響評価・開示」、「ターゲット3:(30by 30)/保護地域及びOECMJです.産業卸門「パ
ルプ・印刷」はGBFに貢献する取組みのある企業の割合が最も多〈なっています.ただし、ごれらの結果は昨年度ヒ同じで
す.昨年度の報告では、GBFの各ターゲットに関連する定量的目標の設定について具体的な目標の事例が紹介されてい

| 隣]GBFの各ターゲットに譲当する取組のある企業の割合(産業部門別-
寝造量量 非自造箆

i 
E E i i!iiii 重き置置 EE iiE Z EtJ 2 

聖田 E県 蹟 吾 司世 E 田
t! s峰正、r e S i i i iii 
-岨注EZ a 思主話 唱荷作(. 

1H 2 U 鉱κ 

語 主、
GBFターゲツト
1.空間計画の策定と効果的な管理 24 43 14 14 22 7 6 55 25 41 73 16 8 18 6 60 20 8 
2生懸黒白回復 41 57 24 48 22 13 38 回 38 ~ ~ ~ ~ ~ u w ~ ~ 

3. r30by30J I保温地1量及びOEC阿 41 71 担 57 22 印 31 70 53 59 73 26 31 36 42 曲 15 25 
4橿・遺伝子の保全，野生生物との共生 47 師 17 52 22 47 50 75 31 41 55 21 剖 45 27 40 5 25 
5.生物の利用，録取取引曹の適正化 41 57 3 5 22 0 19 0 25 w 9 5 23 36 3 10 5 。
6侵略的外来榎対策 18 71 21 14 11 27 38 切 19 41 45 16 38 9 18 10 10 25 
7.;号後前比，栄聾指煩貯溝出・農譲リスクの半減 65 57 59 48 22 47 50 W 59 44d5d 5 21 6255 t5292525 
8気候変動対策{含.NbS/EbA) 59 71 72 71 33 53 25 80 63 70 _1001 37 ~ 77 73 50 回目
9野生橿の持続可能な管理 、主 43 。14 22 7 31 20 13 19 18 11 15 18 15 20 10 8 
10展特漁車種の持続可能な管理 65 43 21 14 11 。19 15 13 W 36 32 8 68 39 W 10 0 
11.自然の恵みの回復，権問及び増大 53 57 55 38 33 20 31 45 34 48 552146 684547d 020 25 
12.穆市の録地続本空間の砲保 、主 29 21 33 22 20 25 50 28 67 55 21 15 23 15 70.1 10 17 
13.公正，曹i平は遺伝資源由利益配分(ABS) 12 14 3 。。。6 。9 7 。。。。。。5 。
14生物多織性由主流化 29 29 21 10 0 27 31 25 16 33 18 16 15 36 W 10 15 25 
15.ピヲネスの膨留評価・開示 65 71 52 52 22 40 50 45 41 ~ ~ ~ ~ 50 ~ W W ~ 
16.!事続可箆怠消民 71 57' 24 33 44 20 38 W 50 ~ 36 ~ ~ ~ 33 20 ~ 8 
17バイオセーフティ 29 o I 28 0 。。13 0 13 7 。5 。s 3 。。。
18.有膏補助金の特定・見直し 。。3 。。。。。。。。。8 。。。。。
19.資金の動員 29 29. 17 14 0 7 25 10 22 W 18 11 23 23 45 10 15 17 
20健力1畠鰻，科学 i車術の移転及び協力 6 29 I 3 。11 13 25 10 13 22 9 、s 8 14 12 。15 25 
21.惰怖知渇八のアクセス強化 29 14 I 17 10 11 20 19 25 22 22 27 21 31 23 18 20 15 33 
22.女性.若者良び先住民の穆画 47 57 I 31 48 0 33 19 40 38 37 45 21 46 32 U 40 20 17 

23.ジエンタ一平等 41 43. 31 29 0 20 19 20 31 33 ~ ~ • U 36 m ~ ~ 
麓旗揚門別金タゲット平均 38 _ 25 ~ 15 21 26 33 28 3・a・19_ 29 ~ . 28 26 17 18 

車中旬阻字1:.庫=811門胸骨有朗困苦総1Il(世=置}のうち.各亭-';hツトを量県した企業胞の割合{情)でおる.暑の力ラースクールの車い暗色禽色陪続当するターゲツト置竃択しF世襲置の割合が大きいちのを.理い暗色・青色11唱照色に'"吋て.割合酔J、さい.また皿1./.')'、コたちのを示す_._..... ... ...._.，--~---_ . _. .. • -_.._._ 20 
て、「プラスチック削減/'}サイクル」、 r廃棄物削減/リサイクル」が上位でしたが、今年度の報告には紹介はありません.
一方、商工中金調査は、設備投資動向調査の付随調査として行われ生物多様性も含まれています.「生物多様性・自然
資本保護についての方策・検討状況」で「なんらかの方策を実施・検討」ヒ回答した割合が業種別で最も多いのは「印
刷」で、65.5%が実施・検討と回答しています.この具体的な項目は、アンケートであらかじめ準備された選択肢かもしれ
ませんが、業務プロセスの改善を通じた環鏡負荷の低減、自社の環境に関する実績(水使用量・廃棄物等)の測定、環境
負荷低減を考慮した原材料等の調達、自社の環境に関する削減目標(水使用量・廃棄物等)の設定、環境配慮型製品・
サービスの開発です.これらは日常業務として当り前に行っているとどで、生物多様性・自然資本保護とは無関係と考え
がちです唱え自然ヒの関リを考えると的外れではありません.
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トラルに関する意識調査」
インコ一同しの関 川方策の実施検討状況(製造業)ヤ 益百三|実施検討している具体的な方策(業種別) ヤ 益百三

日
明
日
口
一「印刷Jn=58 

自社のα)2:排出量の測定 2<1.3% 
太陽光などの自家発電設備の導入 12.1% 

業務プbセスの改善を通じた省エネ 22.4% 

太陽光設備等).~省エネ設備@輸・車両等)の導入 15.5% 

自社の∞z排出量の削減目標の設定 24.1% 
自社製品やサーヒヌの環境面に配慮した仕線変更 22.4% 

事業活動に伴う輸滋経路の効率化 5.2% 

α~:排出量の低い原材料などの調達 12.1% 
電力購入の際にαゐフリープラン等、再エネ利用・省エネプラ/"JJロ入6.Q%
α~排出量削減等に関する認証取得 15.5% 
α~排出量削減等に附する証書・クレジ:11-0>購入 6.qC)6 

25.qC)6 
2<1.3% 
41.4% 
13.896 
12.1% 

- 持に自社のC02排出血の測定ー回線段定については、『輸送用機器」白取組が進んでいる.

「印席。Jn=58 
業務プロセスの改善を通じた環境負荷の低減
自社の環境に関する実績(水使用量・廃棄物等)C1)i測定
環境負荷低減を考慮した原材料等の調達
自社の環境に関する削減目標(水使用量・廃棄物等)の設定
環境配慮型製品・サービスの開発

.11" 宅 J24.3 2J叫 19.1 16.4 15.1 11.2， 1.3 5.9 

1....{.n.71}_ 17.8 21.9 20.S 13.1~ 11.0 13.7 9.6一τヨ
.進m・・(n_85) 55.3， 43，$ 34.1 28.1 ・5.9 9." 11.8 8.2 d.....厳重鼠1"_173) 16.2 14.5 15.0 11.0 10・ 12.1 5.8. 6.9， 
広之""ム.l<=ft温品:1.園開園・d幽-・島聞圃圃園出.. 泊・・・・岨凶厄・・・・・・ーーーーーーーー・幽・ーーーーー孟圃圃圃圃園田逼a
'...(n・294) _1l_9 ロ3 11.6 11.0 9.2 8.8 3.!. _lOS '"帽(n.7曲) 10.4 10.8 1・ 8.8 6.4 10.3 副 S.~
O咽 飽和司自) 8.3 旦.1; 10.8 11.1 5.1 .!1lj 4.6 2.8 
P事・..・・・筒鼠 ‘ r.'':~*''::---'''- 4.4 1.7 5.5 8.2 3.8 1.1 1.1 1.1 l(n_182) ~.~ Y '''1 

~..(n"7，句 140 ll.6 tl.1 I_~ J 10.0. 5:~ 1IJ;.5_ 4.7 
望土星旦 'n・3唖) -ー~金 10.3 11.2 __  10.6 6.9，山ーー_U 4.0 6.0 
"・週・・ぃ2・8) 6.3 4.2 6.31 6.3 2.1 2.1 2.1 0。
依...・B(n・~ ~ ~ ~ w ~ ~ u ~ 

旗色刷目で.劇通.・8昨.. 温臓のそnぞn・6取組捌倉の轟川島楓t..字で。ニ・D<Il舎の凪頃刷側字で句"‘'"'陀.

日

生物多様性・自然資本保護についての方策の実施・検討状況，岨 人山象
(業種別) ''7商工中金

縄鎗(n"'6叫 ~ 14.8 21.3 27.9 18.0 9.8 
本#.*・&(n"，38) ム 10.5 5.3 44.7 7.9 10.5 

・・J(ルY和=23) 13.0 ・3.5 26.1 30・ 26.1 
化割問 1刷) ~ 20.2 30.8 26.9 22.1 20.2 
鼠思念:6(n=3町 16.7 19.4 25.0 5.6 11.1 
銀総麟(n=6叫 .... 26.6 32.8 18.8 20.3 4.7 
印刷(n.58】 25.9 29.3 41‘ 13.8 12.1 
・..5I(拘置220) .1.. 23.2 32.3 15.9 20.5 5.9 

Uん周.盆.用、 21.7 30.9 18.4 21.1 10.5 
.欄周網IC(n=lS2) _ 

電気樋・{肉=72) 上 26.4 31.9 22.2 26.4 4.2 
.適用..(n"'84) _ 35.7 35.7 20.2 26.2 6.0 
その他創造(n2:16剖 14.3 19.6 16.7 11.9 11.3 出品品田....-・・・・・・E問調・・・・・III!-圃E.一一一一-=a;;一一一一一一調"'_(n=286) 15.0 12.9 14.7 8.7 5.2 

.殉.(n=742) 17.7 8.8 15.6 7.3 9.6 
IJlft!・(n=342) 15.2 9.6 13.2 9.1 7，6 
本・...・...貧血(n=l77) 9.0 5.6 5.6 4.5 4.5 
竃・町n，.45内 19.9 11.2 10.1 8.3 3.1 
ザーピス・{伺-346) 17.1 11.8 9.5 9.5 7.2 

情・・・.(n..46) 6.5 6.5 6.5 2.2 4.3 
偉食a・治蹴(n:141) 22.0 28.4 18.4 17.7 3.5 

{単位 "1
41 a阪毎綱目で 翻通..非担勉.'"をnt'nAt.1ti組楊舎の高い鹿樋を琢字-r.=・臼'"時曾ゆ.~III.を情亨で息民心..

一面/ーユ-r7'川、I調'骨亘書目同l![J

- 実施割合は、ほとんどの業橿で前回調査に比べ減少しているが、『鮪送用機器jは3団連続でi盟加.
既に実施している割合は4割I~世まる状況で、製造業平向の約2倍.

• r実施」と『検討Jを合わ世て見ると、「輸送用軽量器jのほ力，¥rl総量Jr蕪策・土石Jr鉄・非鉄Jr金属製品Jrモの他
製造Jと.製造業13業種のラち6業種で前回調査から取組力て進んでいる.

Iカーポシニュートヨルの'1Ii.への方捕の喪施倹酎輯;現ー盟通凝集楓朋{過去3固圃置比輯)) 
{町 !<様 2025年7月岡町今回 . <!>央縛 2023~7~国且占梅 2021年7月賃値
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生物多様性・自然資本保護についての方策の実施・検討状況〆YI~~!I!~.~ 
(業種別) '7商工中

40 

- 製造業.持に『鉄非鉄Jrはん用、生産用.1Il務用機繍Jr電気機器Jr鎗送用機器」は、実施倹討の動機として
「外部力らの要踊」を選択した割合If:年々増加.持に鎗送用機器の伸びIf.大きい.・非製造灘では、 「情報通信業jは泡加を続吋ているも由の、そのほかでは選択割合が減少している業種が多い.
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{宣帽多極性・自開質調依俣置についての方蝿爽蝿倹白眼現(業種別))
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-E孟孟W?IJI・
環境経営

政府などの公表
エコアクション21 ガイドライン追補版~エコアクション21 アドI~ンスト~の公表(環境省20251 0 1 7) pp十作成

情報開示
埼玉県県、サステナ経営の新認証プライム市場の開示義務化意識チェックシートも開発中小への波及にらみ先手(20251025日経)
httos:/ /www.oref.saitama.la.jo/aOI02/sdas/kiavouninnsvou.html 
金融庁、時価総額5000億円以上l兆円未満の企業は202Q年3月期からSSBJ適用(20251104 Su針。inableJa凶n)
欧州議会、CSRDヒCSDDDの簡素化法案可決。CSRDは従業員1750人以上に(20251120Su討αinableJapan) 
EU理事会、EUDR簡素案で方針採択。零細・小規模事業者は2027年6月30日から(20251121 SustainαbleJαpan) 
欧州議会、森林伐採製品の規制法簡素化 賛成多数で可決(20251203環境新聞)
EU理事会ヒ欧州議会、森林破壊防止規則のさらなる適用延期ヒ手続き簡素化で暫定合意(20251223日経)

SSBJ 
引用省略

その他
商工中金調査、中小企業のカーボンニュートラル・生物多様性への対応は4割超(20251106環境ビジネス)ppt作成
脱炭素経営 rGX500J 、ソフトI~ンク l 位・豊田通商2位本社調査 (2025102Q 日経)

SDGsへの取り組み評価、ソフトI~ンクやキ 1) ンHDなど上位日経調査 (20251120 日経)

第26回グリーン購入大賞、スーパーホテルrC02実質ゼロ泊」に環境大臣賞(20251204環境ビジネス)
経済産業太臣賞:cmu
農林水産大臣賞:日本サステイナプル・レストラン協会

フランス環境移行庁、クリーンウォッシュ対策ガイドを発表(20251222EICネット)
27 



-~PD?J"・ エコアクション21ガイドライン追補版
~エコアクション21アドバンスト~の公表

エコアクション21アドバンストの要求事項
要求事項I' 
(1)エコアクション21アドバンス卜に取リ組む組織は、GHG
プロトコルに基づき、出資比率基準または支配力基準の

いずれかに従って連結した組織を対象ヒする

要求事項4'
(1)組織は、GHGプロトコルに基づき、事業活動に伴う
Scopel 、Scope2排出量を算定する。算定対象ガスは
CO2、CH4、N20、HFCs、PFCs、SF6、NF3ヒし、算定結
果を CO2換算値(tC02e)で示し、算定根拠ヒなる活動
量デー夕、排出係数、計算方法を示す。

(2)初回登録時には、排出量データが入手可能な基準年を
設定し、当該年の年間温室効果ガス排出量を把握する。

(3)事業者が重大な構造的変化を受けた場合や算定方法
を変更した場合には、基準年の排出量を再計算し、その

根拠や背景ヒ合わせて示す。

要求事項6'
(1)環境経営目標および環境経営計画には、温室効果ガ
ス排出量の削減に関する項目を含める。

(2)環境経営目標の策定において、温室効果ガス排出量に
ついては、検証可能な排出データが入手可能な年を基

準年ヒして選択し、かっ当該基準年を選択した理由を説
明する。

要求事項q'
(1)定期的に(原則毎年度)作成し公表する環境経営レ
ポートにおいて、GHGプロトコルに基づく温室効果ガス
排出報告を記載する。

PIEMS-Lab解釈(W，由来鍋鶴〉
型車境省l孟、GHGプロトコル準拠に対応
した「エコアクション21アドバンスト」を
エコアクション21(EA21)の追補版と
して公表しました.
EA21は、 Iq%年に開発された主に
中小事業者向けに環境マネジメントシ

ステムで、2004年には認証制度を創
設しました.2025年q月末時点で
7，564・業者が認証安録を受けTい
ます.EA211主、総鉦を取得すると環境
情報の公開織務があるものの、取得の

際に認証審査員から助言を受けられる

など、150140011::比較しτ鵠鉦取得
がしやすく、日本圏内のみで事業展開
する事業者にヒゥては環境経営実践企

業の証ヒして有効なマネジメントシステ

ムです.

GHGプロトコルへ準拠するために追加
ぎれた要求事項は4項目で、①組織単
体から連結対象組餓へ拡大する、②

Scope 1および'Scope2の算定対象を

6ガスに鉱大し、基準年を設定する、③
環境経営目標および環境経営計画に

GHG排出量削減の項目を含める、⑨
環境経営レポートにGHGプロトコルに
基づ〈温室効果ガス排出報告を記載す

る、です.この要件を満たす=ピにより
「エコアクション21アドバンス卜」の認
証を受けられます.認証取得によって排
出量自体は第三者保証の扱いにはな

りませんが、中小企業版5BTなど国際
イニシアチブへの申請やCDP質問票
への回答などにおいτ、GHGプロトコ
ルに準拠したこヒのま正明ヒして活用で
者

費量場省報道発表 2025年 10月17日(金)h甘口s:llwww.env.也o.I白川陪ss/Dress01 2Q6.html 

-・・・・・・・・r~~理由i1J'Ji IJ温ðlÐ.<司直圃圃圃圃圃圃圃

@
 
エコアクション21
一一..，世田四~llll:tlー一一ー

-二E量化炭素 (C02)排出盛の算定を必須
• ScopeL Scope2排出量を算定
・算定対象ガスはC02.CH4、N20、HFCs、
PFCs、SF6、NF3※S∞問1相当1まエネルギー使用のみで化学反応、焼却等{孟対象外.

Sc叩 e2相当1<1.電力のみで然、冷水.薫気相脇入は封象外.

-具体的な目標と手段を策定 • GHG緋出量削減の項目を含む
.基準年を設定

来カーボンオフセット等を用いたデ-11報告は務置において包めていない.

lPDCA溜り山吋 G附報告を

Lエコアクシンストの受審に向けたステップ 可l

-既存の工ネルニドー使用呈データ
の確認

・工ネルギー起源C02以外の
GHG排出の有無の確認

• GHGプロトコル準拠の排出係数
への変更

-環境経営目標、環境経営計画、

環境経営レポー卜へのGHG排出
呈情報の盛り込み• ScopeL Scope2の算定実施

臨一 固 自
アドK/スト認証審査の受容へ
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-・・E匙-
公害関連

環境省報道発表
「河川及び湖沼が該当する水質汚濁に係る環境基準の水域類型の指定に関する件J(告示)の改正等について(お知らせ) ppt作成

「大気汚染物質に係る環境基準の見直しについて(第一次答申)Jについて(お知らせ) ppt作成
光化学オキシダントの新環境基準 8時間値O.07ppm以下中環審小委が第l次答申案(20251105環境新聞)
光化学オキシダント環境基準見直し環境省中環審から答申受理(20251217環境新聞)

産業廃棄物の不法投棄等の状況(令和6年度)について ppt作成

情報サイトから
化学物質、一元的に管理来秋にも開始、圏内外l万祉照準(20251117日経) ppt作成

南極オゾンホール、25年はピーク比3割縮小 NASAr国際条約の成果J(20251 127日経)

生物多様由民( 2q 
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-・・E匙-
河川及び湖沼が該当する水質汚濁に係る
環境基準の水域類型の指定に関する件

環境基本法(平成5年法律第ql号)第16条第l項及び第2項に基づき、「河川及び湖沼が該当する水質汚濁に係る環境基準の水域類型の

指定に関する件J(平成21年3月環境省告示第 14号)の一部改正について告示しました。本告示により、生活環境の保全に関する環境基準に
ついて、暫定目標の期限を迎えた3つの湖沼における類型指定及び暫定目標を見直しました。
本告示は、中央環境審議会から環境太臣への答申「水質汚濁に係る生活環境の保全に関する環境基準の水域類型の指定の見直しについ
てJ(令和7年q月12日)を踏まえたものです。

政令別表
による名称

相模川水系の相模川
(桂川を含むo)

江の川水系の江の川

水域 水域 達成期間 (参考〉
類型 現行の類型

ふ沼E ニ墜一定官持貯水池 (※) ! ~."':0.q7 mg/L ! ~....:-t-~7年までの暫定目標 1.0mg/L 
(相模湖) I I !~. :0.074 mg/L I~. :-t-~7年度までの暫定目標 0.080 mg/L 
一一城山一ダ一ム一一一「ト湖一一沼一一E一下一一ニ一一一 (※〉当一分一の聞一の一暫一定目標

貯水池 (※) 全窒素:0.Q2mg/L 全窒素:令和7年度までの暫定目標 1.0mg/L
(津久井湖) 全燐 :0.037 mg/L 全燐 :令和7年度までの暫定目標 0.042mg/L 

土師ダム 湖E ー (※)当分の聞の暫定目標湖沼E一
貯水池 (※) 全窒素を除く 全窒素:令和7年度までの暫定目標 0.43mg/L 
〈八千代湖) 全燐 :0.017 mg/L 全燐 :令和ワ年度までの暫定目標 0.018mg/L 

環繍省報道発表 年月白金

PIEMS-Lab解lt(Web朱掲餓)
水質汚濁の環境基準の暫定目擦が設
定されている水雄のうち、相模ダふ貯

水池(相模湖〉、城山ダム貯水池(湾久

井湖〉および土師ダム貯水池(八千代
湖)について、室食および燐の基準が

見直きれました.ただし、環境基準は
r維持されるこヒが望ましい基準』であ
弘行政ょの政策目標です.事業者に

ヒっては髭響はありません.

30 
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-・・E匙-
「大気汚染物質に係る環境基準の見直し
について 〈第一次答申)Jについて

令和7年5月22日(木〉から同年10月28日(火)にかけて、中央環境審議会大気・騒音振動部会大気汚染物質小委員会において、光化学オキシダントの環境基準
見直しについて検討・審議が行われ、令和7年 12月11目(木〉に、中央環境審議会会長から「大気汚染物質に係る環境基準の見直しについて(第一次答申)Jか環境
大臣へ【別紙l】(引用省略)のどおり答申されました。
( 1)答申の内容(一部抜粋)

-令和7年3月25日付け諮問第630号により中央環境審議会に対してなされた「大気汚染物質に係る環境基準の見直しについて(諮問)Jについては、別紙のどおり
とすることが適当であるヒの結論を得たので、答申する。
・これに基づき、光化学オキシダントに係る新たな環境基準は別表のヒおりとする之ヒが適当である。

|環境上の条件 l |測定方法 | 
光化学オキシダント オゾンとして、8時間値がO.07ppm以下であり、かつ、日

最高8時間値のl年平均値がO.04ppm以下であるこじ
紫外線吸収法又はエチレン
を用いる化学発光法

備考:光化学オキシダントどは、オゾン、パーオキシアセチルナイトレートその他の光化学反応により生成される酸化性物質(中性ヨウ化カ1)ウム溶液からヨウ煮を遊離するものに限り、ニ酸化窒煮を除<.)をいう.

(2)答申別紙「中央環境審議会大気・騒音振動部会大気汚染物質小委員会報告」の概要

・昭和48年、健康影響の知見に基づきfl時間値が0.06ppm以下であるこヒaJヒ設定された光化学オキシダントに係る環境基準では、告示に先立つて中央公害対
策審議会よりなされた答申において、健康影響の他、植物被害等生活環境に及ぼす影響などについての調査研究の推進等の課題が示され、様々な研究が進めら

れてきた。

・今回の再評価において、短期曝露による健康影響評価にあたゥτは、濃度等がコントロールされている人志願者実験から候補値を導出し、その値をさらに疫学知見
ヒ比較しτ検討した。その結果、 l時間値0.12ppmヒ8時間値0.07ppmの2つが導出された。それぞれについて常時監視のデータに基づいて検討したヒころ、8時
間値を達成することでl時間値も満たせるこヒから、8時間値のみとすることが適切ヒした。
長期曝露による健康影響評価においては疲学知見を収集し、知見ごヒの信頼性を評価した上で、日最高8時間値の年平均値0.04ppmを候補ヒした。また、植物影
響については圏内知見をとりまヒめ、健康影響から導いた日最高8時間値の年平均値0.04ppmで、植物影響についても保護的になると結論づけた。

PIEMS-Lab解釈(Web朱掲蝿) 量評価について審議.令和7年S周6日からq周5日にかけτパプリックコメン卜を実施し、今回の発表に豆ゥている.
光化学オキシダントは環境基準の達成車が極めて低〈、環境基準自体の見直しが行われている.令和4年3月から令和 光化学オキシダントの発生原因のひヒゥに印刷産業から排出されるvocが挙げられ、大気汚染防止法の下の規制ヒ
6年4月にか』打開催した検討会で、光化学オキシダントの健康彫響及ぴ植物影響に関する知見をヒりまヒめ.令制年 印刷産業の自主的取組みにより発生対策が取られTいる.今回の環境基準の見直しが行われても、現在の発生対策
12月から令和7年l月にかけて開催した検討会で.光化学オキシダントの健康彫響に係る環境基準の再評価に資する の強化どはならない.
定量得価の結果をヒりまヒめ、また、植物膨響についτも、=れまでに得られた定量得価の結果をヒリまどめ.-れらに基
づき、中央環境審議会大気・騒音鍍動師会大気汚染物質小委員会において、令和7年5月22日から2固にわたリ、定

環繍省報道発表 年月白金 31 
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〈令和6年度〉
-・・m=~・・・
産業廃棄物の不法投棄等の状況

[+6件]
[ー2.8万トン]

調査結果の概要

(1)令和6年度に新たに判明した不法投棄事案
・不法投棄件数 106件 (前年度100件〉
・不法投棄量 1.4万トン (前年度4.2万トン)

1.400 

[-8件]
[+1.0万トン]

(2)令和6年度に新たに判明した不適正処理事案
・不適正処理件数 113件 (前年度121件〉
・不適正処理量 6.0万トン (前年度5.0万トン)

1.200 

(3)令和6年度末における不法投棄等の残存事案
・残存件数 2820件 (前年度2，876件) [+44件]
・残存量 qqq.1万トン(前年度1011.2万トン) [ー12.1万トン]投

棄

件
数

1.000 

800 

注)
不法投棄件数及び投棄量の推移
※量にゥぃτは、四捨五入で計算して表記していることから合計値が合わない場合がある.
1.都道府県及び政令市が抱鍾した産業廃棄物の不法投棄事業のうち、l件あたリの投棄量が10寸以上の事案
〈ただし、特別管理産業廃棄物を含む事震は会事案)，を集計対象ヒした.
2.白抜き樟分については、;欠のとおり.
平成15年度:大規機事案として報告きれた岐阜市事案
平成16年度:大規模皐案ヒしτ報告きれた沼津市事案
平成18年度:平成10年度に判明していた千葉布事案
平成20年度:平成18年度に判明していた桑名布多度町事案
平成22年度:平成21年度に判明していた滋賀県日野町事案
平成27年度:大規機事案として報告された滋賀県甲賀市事案、山口県宇棒市事案及ぴ岩手県久商事市事案
平成30年度:大規模事案として報告守れた奈良県天理市事案、平成28年度に判明していた機須賀市事案、平

成2q年度に判明していた乎葉県芝山町事案(2件}
令事ロ元年度:平成26年度に判明していた山口県山口市事案、平成28年度に判明していた倉敷市事案
令和2年度:大規機事実として報告ぎれた青森県五所川原市事案、栃木県鹿沼市事案、京得府八幡市事案、

水戸市事索
令和3年度:大規模事業ヒして報告きれた兵庫県加古川市事業
令手ロ4年度:大規模事案ヒして報告された鯵岡県掛川市事案、兵庫県加西市事案、兵庫県上郡町事案
令和5年度:大規模事案ヒしτ報告守れた兵庫県上野町事案、和歌山県橋本市事案
3.硫陵ピッチは本調査の対象から除外している.
4.フエロシルト事業は本調査の対象から除外しτいる.
なお、フエロシルトは埋立用資材ヒして、平成13年8月から約72万Tが販売・使用された6にその後、製造・販売業
者が有害な廃液を混入させていたこヒがわかリ、不法投棄
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CMP https://cmp-consortium.com/

CMPコンソーシアム設立-・・m=~・・・

...t. 0¥化学物質情報伝達における， 全体スキーム

JAMPはCMPコンソーシアムへの改組により、URしが変更にな
りました(2025年10月30日)

このたび'JAMP(Joint Article Mcncgement Promotion-
consoけium)は、活動体制を再編し、2025年10月2q日付でrCMPコン
ソーシアム(Chemicclcnd circulαr Mcncgement Plctform 
Consoけium)Jヒ改組しました。

CMPコンソーシアムでは、これまでのJAMPの成果を継承しつつ、化学物
質情報管理のさらなる高度化ヒ国際的な連携強化を目指して活動を進め

てまいります。

cw ト開通物質J ...・・・・・・調査依頼/闘京事事

---+ liIl臨/含有フラグ伝這
製品含有化学物質・資源循環情報

プラットフォーム

絶慣愉館

新URL:httos:/ /cmo-consoけium.com
httDs:llcmローC唱nsortium.com/news/tool?白=6055

CMPが目指す姿

リサイクル情報伝遺

プラットフォーム{将来)

、、、、、、、

4ト

ミキ
吋

4ト
H
h
h

に

'U布
団ま
泊
まれ
有

]
円

4ト4ト

CMPアプリケーション

。hem HERPA 

将来の資源循環社会実現に向けて、環境情報を正しく、早くつなぐ。

S2Sのさ~x量実力を不ëi実三の宮代で孫々な摂更に軍高τる=、

グローパルすプライチェーンの重要宝がよリ一層唱しています.

CMPI~、 グロ ーパルで求められる裂翁舎膏化学功賃吾患や貞雪循環葺:a容を

すプ=イチェーン全信でつなぐ、 日本主のプラ ァトフγームサーピスです.

+C¥lPと唱Ch・mic・I.ndcircui町¥4.n，g.mentp' Itlorm司崎将
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PIEMS-Lab解釈(Web朱掲織) の情報がリサイクルを行う静脈企業に伝達守れなかゥたりする錬題がありました.これらの標題を改善する目的で開発されたのがCMP
製品に含まれる化学物質の情報伝達は、印刷産業では・|染みは薄いですが、アーティクルマネジメント推進也議会(JAMP:、Joint (Chemical and circular Management Pla付orm)で、chemSHERPAデータのインプット、アウトプット機能を踏鰻し、経済産業省
Article Management Promo十ion-conso汁ium)が2016年に運用を開始したchemSHERPAが現在主流になっています.ただし、が提唱するウラノス・エコシステム〈自動車・首電池トレーサピ1)ティ管理システム)ヒの違甥によリ構築したプラットフ:tームです.2026
chemSHERPA運用開始前に使用されTいた、自動車業界の車範PF、JAMP-GPやJSPSSI様式などは現在でも使われTいます固ま 年l月までベンダー間テスト、3月まで総合テスト、4月から一般ユーザーを入れた実涯を経T、q周に本格稼働する予定です.CMPの
た、chemSHERPAを使用しても.調査対象物質が追加されると情報伝達に多大な負荷がかかゥていたり、川下企業が係省寸る完成品本格運用に備えて.chemSHERPAを運用していたJAMPは2025年10月2q自にCMPコンソーシアムへ改組しTいます.

コンソーシアム
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印刷関連
共同印刷、温室効果ガス排出量に関する第三者保証取得(202510 1 0 Ep刷ジ、ャーナル〉

目印産達、2025GP環境大賞等表彰式を挙行(20251014印刷ジャーナル)

全印エ達、「印刷のチカラ、再起動!Jー創立70周年記念行事を盛大に挙行(20251014印刷ジャーナル)

共同印刷、「経団連生物多様性宣言イニシアチフJに参画(20251031印刷ジ、ャーナル)

KOMORI、温室効果ガス(GHG)排出量の第三者保証を取得(20251104印刷ジャーナル)

全印工連Ii'SR調達と公民連携でつくる地域のミライ~選ばれる企業になるための実践ガイド-J1を塗盟、
自治体ヒ協働関係を築くためのヒント提案(2025120Qニュープリネット)

東印エ組、2026年|月よリCO2排出量算定システムを順次リリース(20251216印刷ジャーナル)

ジャク*ラ神奈川創立60周年記念誌rNEXTKANAGAWA印刷のその先へ一世代を超えてつなぐ、創造
のパ卜ン」を刊行(20251216ニュープリネット)
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